
  空間を聴く・
空間をイメージする
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日   時 :
会   場 :
参加費 :
定   員 :
対   象 :

2016年 5月24日（火）10時30分～17時30分　
東京芸術劇場 プレイハウス
1,000円　
150名　※先着順・要事前申込み
音響技術者、文化施設職員、高校・大学・専門学校生、
舞台音響に興味・関心のある方

主催：アーツカウンシル東京／東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）
共催：一般社団法人日本舞台音響家協会　協力：公共劇場舞台技術者連絡会
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2016/5/24 Tue   10:30-17:30



申込み先 arts-academy@tokyo-geigeki.jp
件　　名  「技術セミナー参加希望」として

①代表者氏名（ふりがな）・所属  
②人数 
③音響等の経験有無  
④当日連絡用の電話番号  
⑤メールアドレス

【お申込み方法（メールのみ）】

〒171-0021 
東京都豊島区西池袋1-8-1　
Tel.03-5391-2111　
http: // www.geigeki.jp/
ＪＲ、東京メトロ、東武鉄道、
西武鉄道 池袋駅西口徒歩2分。
池袋駅地下2b出口直結。

  空間を聴く・空間をイメージする
私たちは「音」を聴いているつもりで、実際は「空間の音」を聴いています。劇場空間はLとRのス
テレオの世界ではありません。今回のセミナーでは、舞台から客席までのひとつの空間に、音響の
イメージを立体的に構築する「空間音響演出」について取り上げます。電気のない時代からの
「空間音響演出」の変遷を振り返り、現在の音像定位・移動演出や、サラウンド効果を施した演出が
導入された公演を、実例報告として紹介します。これからの劇場音響演出の展望や劇場の音響シ
ステムに求められることを考察し、最新機材の体験も交えて、わかりやすく丁寧に解説いたします。

上記①～⑤を明記の上、お申し込みください。
こちらからの返信をもってご予約完了となります。
※お申込み時にいただく個人情報は、本セミナー
のお申込み以外の目的には使用いたしません。
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東京芸術劇場  事業企画課  人材育成担当  03-5391-2116／管理課  舞台管理担当  03-5391-2126
 

お問合せ

平成28年度文化庁 
劇場・音楽堂等活性化事業

4/22（金）
申込み

受付スタート

10:00

10:30～12:30 

12:30～13:30

17:00～17:30

第一部

受付開始

休憩

質疑応答

内容：1．江戸時代の芝居小屋から電気が登場し音響機器が無かった時代の工夫例、
       1950年代から70年代の空間音響演出の実例の紹介。

講演 「空間音響演出の歴史と
     多様なホールでの音響の実例」

プレゼンター:石丸耕一（東京芸術劇場 管理課 舞台管理担当係長 音響担当）　

プレゼンター: 上田好生（新国立劇場 音響課長）
渡邉邦男（一般社団法人特定ラジオマイク運用調整機構 専務理事）　
飯塚昌弘（株式会社SCアライアンス）

2．オペラ「フィガロの結婚」の空間音響デザイン実例の紹介と、
    上演した10都市のホールの特徴と仕込みを解説。

13:30～15:30　　
第二部 「新国立劇場ミュージカル公演『パッション』での、

『TiMax』実用報告と実演」
解説
実演

プレゼンター: 東京芸術劇場 音響チーム
平塚弘一（ライブギア株式会社）　

15:45～17:00
第三部

内容：プレイハウスに配備されているサラウンド装置「System6000」と、
      ムービングスピーカー「K-Array KW8」の紹介と比較実演。

「音像移動効果機器の比較」実演
体験


